
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関する学

習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さを理解し

郷土を愛するモラルの高い児童生徒の育成に取組むための実施計画を作成しましたので、福井

市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和 ５年 ４月 ２６日 

学校名  六条小学校 

校長氏名 藤木 隆之 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①六条の環境、地球環境について学習します。 

②水や電気などの資源を大切に使います。 

③ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

  ①環境学習 

   ・４年生の総合的な学習の時間、５年生の社会科、６年生の理科で、環境保全につ

いて考える学習をします。 

   ・持ち物を大切にするように、児童を指導します。特に生活目標となっている８、

９月には、環境委員会を中心に全校に呼びかけを行います。 

  ②節電・節水の取組 

   ・環境委員会が、掲示物を作成し校内に貼ったり、定期的に校内を巡視して点検を

行ったりします。節電・節水に関する発表をして、全校に節電・節水を呼びかけま

す。 

  ③分別回収やリサイクル活動 

   ・アルミ缶や古紙、使用済みインクカートリッジの回収を、PTAや地域の方々と連携

して実施します。 

   ・給食の時に、ごみを分別回収するとともに、残食を減らし、ごみ減量に努めま

す。 

   ・各学級で、新聞の折り込みチラシを利用して紙箱を作り、給食の燃やせるごみ入

れとして使います。 

   ・各教室にリサイクルボックス（余ったプリントや使用済みの紙を入れておく箱）

を設置します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

  ③の分別回収やリサイクル運動では、家庭や地域と連携しながら、限られた資源の大切

さを知り、不要になったものを再利用し、有効に使う力を身に付ける。 



様式第２号                                                  （提出日）令和 ６年１月１６日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

 

学校名  

六条小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①六条の環境、地球環境について学習します。 

②水や電気などの資源を大切に使います。 

③ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

①環境学習 

・総合的な学習の時間の活動の中で、ＳＤＧｓについて

学習しました。全校で衣類を回収して、世界の子ども

たちに送るリユース活動に取り組みました。 

 

②節電・節水の取組 

・委員会活動で、節電・節水を呼びかける発表を行いま

した。また、水道や電気のスイッチ場所に節電・節水

を呼びかけるポスターの掲示を継続しました。 

 

 

 

 

 

 

③分別回収やリサイクル活動 

・ＰＴＡや地域と連携して、資源回収やベルマーク回収を年２回実施しました。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

③について、家庭や地域と連携しながら、限られた資源の大切さを知り、不要になったも

のを再利用し、有効に使う力を身に付けることが出来ました。（連携性・協力） 

３ 

見
直
し 

 【具体的効果】 

①児童がＳＤＧｓの目標を自分事として捉え、普段の生活の中でごみを減らすための

工夫や節電・節水の必要性に気づき、環境を大切にしようという意識が高まってい

ます。 

【改善点】 

・保護者や地域など、校外の方にも学校の取組を今まで以上に知ってもらい、実践で

きるような機会を増やしていきたいです。 

・児童会活動や総合的な学習の時間を利用して、教師と児童がともに考えながら活動

を計画していきたいです。 


